
令和７年度 放送部  

冬の活動報告 

 

○関東大会生徒実行委員 

1 月 25 日（日）に、日本大学法学部本館にて、第 23回関東地区放送コンクー

ル東京大会が行われました。 

本校からは、生徒実行委員 3 名、生徒スタッフ 11 名が参加し、大会を支えま

した。１都 7 県の大規模な大会でしたが、本番までに生徒実行委員会を重ね、

無事に終えることができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～生徒実行委員長より～ 

大会生徒実行委員長を上水放送部生徒が務めました。 

 

このような素晴らしい大会を、10 年ぶりに 

私の故郷である東京都で行うことができ、 

嬉しく思っております。 

当日までに生徒実行委員会の集まりを 

3 回行いました。係ごとの仕事内容を共有し、 

スムーズに運営が行えるように一丸となって進めていきました。 

計 3 回の集まりでは準備は足りず、 

それぞれ学校の部活動の時間等を使って、当日に向けて進めました。どの生徒実行

委員も一生懸命にやっているのが伝わりました。私も全力を尽くして、なんとして

も成功させないといけないという気持ちになりました。とても大きなパワーをもら

いました。 

 当日は舞台裏からでも、出場者が今まで努力してきたものを全て発揮し、真剣に

発表している様子が伝わりました。技術力の高さや登場人物の思いの表現に感動し

ました。全力で発表する姿を見て、この日のためにたくさん準備をしてきてよかっ

たと思いました。 

私は生徒実行委員長としてこの大会に関わり、貴重な経験をさせてもらいました。

この経験で培った、諦めないで挑戦することや自分からコミュニケーションをとる

ことを今後の進路や将来に活かしていきたいです。 

 今後も関東地区高校放送コンクールが長く続いていくことを願っています。 

 

～大会キャラクター作成者より～ 

大会キャラクター「はるぴ」「たぬぴ」のうち、「たぬぴ」を上水放送部生徒がデザインしました。 

 

東京都の動物と調べてたぬきが出てきたので、 

たぬきのキャラクターを描きました。 

たぬきのチャームポイントの頭の葉っぱは 

放送部らしくマイクを乗っけました。 

江戸紫の靴を履き、ウドを持っています！ 

東京都を象徴する緑。 

法被を纏ったたぬぴは、今日もマイクを通してみなさんに幸せを届けます。 

 

 



○新年会の様子 

1 月 10 日（土）に、 

新年会を行いました。 

出し物やプレゼント交換を通して、 

部活の仲を深めました。 

 

 

 

 

 

〇バドミントン部関東大会の開会式を担当しました 

12 月 26 日・27 日に行われた、関東公立高等学校バドミントン大会第 5 回記念

東京大会の開会式アナウンスを担当しました。 

 

 

 

 

 

 



〇ラジオコンテストに応募しました 

2 年生有志で、『 届け！海の声～高校生ラジオコンテスト～』に応募しました。 

 届け！海の声～高校生ラジオコンテスト～』は、海をテーマにした音声作品

を全国の高校生から募集するコンテストです。 

上水高校は、海洋問題や取り組みについて呼びかける啓発 CM 部門で最終選考

に残り、1 月 11 日のラジオ関西特別番組内で作品が紹介されました。 

 

題名「あの日の海をもう一度」 

～制作者より、あらすじと経緯～ 

この作品は、日本の海を舞台にした昔話の主人公である、浦島太郎がもし現代

の海にやってきたらどうなるかというテーマを基に制作しました。浦島太郎が

見た過去と現在。私たちが作る過去と未来。時空を超えて海を守るファンタジ

ー要素を含んだ作品です。私たちが住んでいるのは海が身近な地域ではないた

め、海について考える機会が少なかったです。しかし、海に行った際、実際に

見たプラスチックゴミや海の汚れの多さに大きな悲しみを感じました。そのた

め、私たちのような海が身近でない人にも、この作品を通して、海の現状を知

って欲しい、海を大切にして欲しいと考え、このような親しみやすいテーマを

使った制作を決めました。 

 


